
地方創生推進交付金事業効果検証シート

No. １

１ 担当課 農政課 事業費 6,881,472円

２ 事業名称 新規就農者営農支援事業

３ 事業期間 平成３０年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日

４ 事業目的・対象等

既存の施設（農業センター）を宿泊型研修施設として整備・活用し、

農業専門の指導者を招いて町内・島外の新規就農希望者を募集し、農

業に関する基礎知識や栽培技術指導を行うことで、農業の担い手を確

保する。また、農業塾・農業技術セミナーを開催し、遊休農地の利用

拡大や地産地消を図る。

５ 事業内容

○農業塾の充実

○農業技術セミナーの充実

○町外からの移住者を含めた農業研修生の募集

○宿泊用備品・農業機械導入

６ 実績・効果等

○指導員 1人（農業センター所長）研修生指導・業務総括
○新規就農者の確保 3人・内農業研修生 2名
（20代 1名 40代 1名 50代 1名）
○研修用備品・農業機械導入

○農業塾の充実 年 6回開催 参加者 312名
○農業技術セミナーの充実 4テーマ開催 参加者 30名

７
重要業績評価指標

（KPI）

８ 担当課評価 Ａ

Ａ 非常に効果的であった

Ｂ 相当程度効果があった

Ｃ 効果があった

Ｄ 効果がなかった

９ 上記の理由

農業塾受講者数においては、過去最多となる受講人数となり充実を図

ることができた。新規就農者数については、目標達成とはならなかっ

たが、研修生制度を町ＨＰに掲載した事でＩターン希望者からの申込

があった。農畜産物生産額は、台風 24号による影響もあり目標を下回
ったが、今後も各種研修の周知を徹底させ、農業振興に努める。

指標 指標値（H30） 実績値（H30）

指標① 新規就農者数 4 名 H31.3 3 名

指標② 農畜産物生産額 4,039,488 千円 H31.3 4,012,413 千円

指標③ 農業塾受講者数 237 名 H31.3 312 名



Ｈ３０年度　新規就農者営農支援事業

農業塾風景①(夏野菜栽培) 農業塾風景②(小型農機の管理)

農業塾風景③(腐葉土の作り方) 農業技術セミナー①(スイカ栽培)

農業技術セミナー②(シイタケ栽培) 研修風景①



Ｈ３０年度　新規就農者営農支援事業

ハンマーナイフモア(１台)

プロジェクタースクリーン(１台)



地方創生推進交付金事業効果検証シート

No. ２

１ 担当課 建設課／企画課 事業費 10,552,784円

２ 事業名称 世界自然遺産登録推進事業

３ 事業期間 平成３０年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日

４ 事業目的・対象等

登録に向けて野生化したネコやノラネコと並んで最大の障害となって

いるのが、徳之島で自生する外来植物であり、在来植物の生息を脅か

している状況にある。従来の生態系を保全する対策が急務である。

繁殖力の強い外来植物はゴミとして処分しなければならない現状で、

その処分量は年間で約６万トン以上になる。この資源を有効に活用し、

特産品として活用する取り組みが喫緊の課題となっている。

５ 事業内容

○外来植物であるギンネムやアメリカハマグルマ、モクマオウ等によ

る被害の状況や繁殖域を継続して調査し、従来の生態系を維持できる

よう外来植物の駆除を行う。

○モクマオウを使用した商品開発（箸）

６ 実績・効果等

○事業従事者数 7名
○外来種駆除による従来の希少植物の保全に寄与

○モクマオウの商品（箸）の試作

７
重要業績評価指標

（KPI）

８ 担当課評価 B
Ａ 非常に効果的であった

Ｂ 相当程度効果があった

Ｃ 効果があった

Ｄ 効果がなかった

９ 上記の理由

必要な KPIをほぼ達成することが出来た。外来種駆除については、H29
年度に導入した重機を導入しているが、外来種は生息範囲が広大で繁

殖スピードも早いため、今後も継続しなければならない。

モクマオウを活用した商品開発（箸）については試作品ができたため、

今後の継続的な生産、販売手法等を検討する必要性がある。

指標 指標値（H30） 実績値（H30）

指標① 町内就業者 4 名 H31.3 7 名

指標② 新たな特産品 1 品 H31.3 1 品

指標③ 農畜産物生産額 4,039,488 千円 H31.3 4,012,413 千円



伐採作業実施状況

外来植物（モクマオウ）を活用した商品開発


